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北九州市

出水市

白河市

弘前市

勝ちを意識した代表チーム作りと
アジアでの普及・レベルアップを目指して

日本代表選手兼任総監督
吉田隼也さん

　まずは日本代表のアジアカップ遠征にあた

り、たくさんのご声援やサポートをくださった

皆さまに感謝申し上げます。ありがとうござい

ました。4カテゴリー共に素晴らしい成果を上

げ、帰国することができました。

　2013年の第1回日本大会、14年の第2回台

湾大会、そして隔年開催となった16年の第3

回香港大会と、アジアカップは早くも3回を数

えます。回を重ねるごとに大会までの流れも洗練され、今大会では例年の選考合宿

を経てのアジアカップ代表発表後に、代表のみで直前合宿を行うことができました。

直前合宿では、選考合宿ではできなかったアジアカップに向けた戦術確認と選手の

レギュラー争いを意識した練習を行い、アジアカップを戦う具体的な準備、そして士

気の向上に成功しています。

　フィジカルの強さが目立つ台湾や香港に対して、技術、戦術、そして何より積み重ね

てきた歴史で勝る日本は、戦術面での準備をより周到に行うこと、さらにはそれを遂

行する選手たちの役割を明確にし、競争を行い、チームに仕上げることで日本のドッ

ジボールの実力を確実に表現できると判断しました。無事、素晴らしい成果を上げら

れたと思います。とはいえ、異国の地という慣れない環境の下、優勝を求め・求められ

る中での戦いは、選手たちにとって大きなプレッシャーになったと思います。「当然の

結果」の中にある努力と労を、どうか温かくねぎらってあげてほしいと心から願います。

　今後の国際的な競技ドッジボールの飛躍のためには、アジア各国のさらなる大会

への参画と技術レベル向上が必須であると思います。私個人としては、現在の日本

国内での普及活動とともに、アジアへの普及、技術向上の支援も行うことができたら

と思う次第です。また、第4回大会の開催に際しては、日本からより一層素晴らしい

選手や指導者、支援者の方々が集まり、素晴らしい日本代表チームを構成できるよ

う願っています。

　最後に、今大会参加にあたり多くのご支援をいただいたスポンサー各社さま、代

表を一番近くで支えてくださった日本代表家族会・後援会の皆さま、そして日本から

ご指導・ご声援をいただいたすべての方 に々、改めて感謝を申し上げます。本当にあ

りがとうございました。

事前合宿で戦術連携を強化。
完全優勝で3連覇に輝く！

日本代表女子監督
齋藤羽純さん

　女子選手は未成年が多く、精神的に未熟

な半面、プレーの面ではパワー・スピード・

スタミナともに最も脂が乗った時期であり、

中心的なポジションを担う選手がたくさんい

ます。チームづくりでは、20歳以上の経験の

ある選手たちとうまく連携を図りながら、い

い雰囲気が作れるよう意識しました。また、

アジアカップにおいては、屋外コートでの試

合や食事、衛生面などで厳しい環境におかれながらも、選手たちは本当に頑張っ

たと思います。

　これまではスケジュール的に戦術面での連携を深めることが難しかったのです

が、今回、本大会前に戦術合宿を実施していただいので、より細かい連携が図れ

ました。おかげで、第1回大会から選手たちに徹底させてきたものが実を結んだと

実感できた試合もありました。1セットも落とさずに3連覇できたことは、私自身最

低限の役割を果たせたかと安堵しています。

　最後になりますが、たくさんの応援をありがとうございました。ドッジボールの未

来を明るくするために、代表チームの存在がその希望となるよう、これからも頑張

ります。

第3回ADCカップ
アジアドッジボール選手権香港大会、開催

見事優勝に輝いた12歳以下女子（左）と、準優勝の12歳以下男子

DBいち押しトピックス

 熱いぞ！
ドッジボール

「SMILEドッジスクール」2016レポート
2014年度よりスタートした「SMILEドッジスクール」。
2016年度は、これまでのドッジボールの普及活動に加え、新たに「食育プログラム」を導入し、全国の4カ所で開催しました。
ドッジボールと食育の関係について、本プログラムにご協力いただいた
「親子で楽しむ食育教室ベジスタ」主催者・德重安枝さんに寄稿していただきました。

2016年度「SMILEドッジスクール」開催概要

第1回（5月15日） ： 福岡県北九州市
  （食育プログラム：食べ物あてクイズ）

第2回（5月29日） ： 鹿児島県出水市
  （食育プログラム：食育クイズ）

第3回（6月05日） ： 福島県白河市
  （食育プログラム：食育セミナー「朝ごはんと学力・肥満」）

第4回（7月10日） ： 青森県弘前市
  （食育プログラム：紙芝居）

スポーツと食の両方で、
子どもたちの元気を応援したい。

管理栄養士
德重安枝さん

　初めまして。「親子で楽しむ食育教室ベジスタ」（http://vegesta.jp/）

を主催している管理栄養士の德重安枝です。

　一昨年、京極 努理事長より「SMILEドッジスクール」への「食育プログ

ラム」導入についてお話をいただきました。この事業は、ドッジボールの

普及のみならず地域の子どもたちの「元気」を応援することも目的として

おり、健やかな成長を見守り支えるための取り組みの一つとして｢食育」

を取り入れるというものでした。

　一方、ベジスタでは「子どもたちに『豊かな食生活』と『健康』の両立を

目指してほしい」という理念を掲げています。つまり“子どもたちの健や

かな成長を見守る”という点で共通の目的を持っていることから、喜んで

このお話を受けさせていただきました。

　全国4カ所で開催されたスクールでは、幼児・小学

生とその保護者向けに、全部で4種類の食育プログ

ラムを実施しました。子ども向けでは、媒体として紙

芝居やクイズパネル、野菜や果物を使用し、楽しみ

ながら「食べもの」と「カラダ」の関係について一緒に

考えてみました。小学生の部では、保護者の方々に別

室に集まっていただき、「朝ごはん」の欠食が及ぼす

「学力」や「肥満」への影響についてお話ししました。

プログラムを通じて保護者の方々からたくさんの質問をいただき、大勢

の方が多かれ少なかれ「食」についてさまざまな疑問や不安を抱えてい

らっしゃることを実感しました。

　子どもの食生活習慣の形成は、その親御さんたちに左右されます。

一見子ども向けと思われるプログラムでも、大人向けにメッセージを込

めて実施しました。参加してくださった親御さんたちが子どもたちの食

や健康について考え、また日頃の食生活を振り返るきっかけになったの

であれば、意義のあるプログラムになったのではないかと思います。

男子代表

優勝 日本

準優勝 台湾

第3位 香港A

第4位 香港B

女子代表

優勝 日本

準優勝 台湾

第3位 香港B

第4位 香港A

12歳以下男子

優勝 台湾

準優勝 日本

第3位 韓国

第4位 香港

12歳以下女子

優勝 日本

準優勝 台湾

第3位 香港

第4位 韓国

■アジア大会結果


